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(57)【要約】

【課題】予測されるネットワークの利用状況に応じた適

切なネットワーク構成に設定することを可能とする。

【解決手段】スケジュール情報収集部１１２は、ネット

ワークの利用者のスケジュール情報から、ネットワーク

を利用するイベントの予定を取得する。データ分析部１

１３は、イベントの予定から、ネットワークの利用状況

を予測し、イベントにあるネットワーク利用が可能とな

るような前記ネットワークの構成の変更案を生成する。

インフラ設定部１１５は、変更案のネットワーク構成と

なるように、ネットワーク管理装置３１０にネットワー

ク設定を指示する。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 変 更 す る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 者 の ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 か ら 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 す る イ ベ

ン ト の 予 定 を 取 得 す る ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 収 集 部 と 、

　 前 記 イ ベ ン ト の 予 定 か ら 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 状 況 を 予 測 し 、 前 記 利 用 が 可 能 と な

る よ う に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 変 更 す る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 部 と

　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 部 は 、

　 前 記 イ ベ ン ト の 実 施 期 間 に お け る 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク に 流 れ る ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 と 帯 域

を 算 出 し て 、 前 記 ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 と 帯 域 か ら 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る リ ン ク の 使

用 帯 域 を 算 出 し 、 前 記 使 用 帯 域 が 所 定 の 値 を 超 え る 場 合 に は 、 前 記 リ ン ク を 流 れ る ト ラ フ

ィ ッ ク の な か に あ る 一 部 の ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 変 更 す る よ う に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成

を 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 部 は 、

　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 変 更 す る 変 更 案 を 複 数 生 成 し て 出 力 し 、 選 択 さ れ た 前 記 変 更

案 の ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 に 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 部 は 、

　 前 記 イ ベ ン ト が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 し 、 前 記 利 用 者 が 利 用 す る モ バ イ ル 端 末 を 利

用 す る イ ベ ン ト で あ る 場 合 に 、 前 記 イ ベ ン ト の 実 施 期 間 中 に お け る 前 記 モ バ イ ル 端 末 が 利

用 可 能 で あ る よ う に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 変 更 す る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 者 の ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 か ら 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 す る イ ベ

ン ト の 予 定 を 取 得 す る ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 収 集 部 と 、

　 前 記 イ ベ ン ト の 実 施 期 間 に お け る 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク に 流 れ る ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 と 帯 域

を 算 出 し て 、 前 記 ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 と 帯 域 か ら 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る リ ン ク の 使

用 帯 域 を 算 出 し 、 前 記 使 用 帯 域 が 所 定 の 値 を 超 え る 場 合 に は 、 前 記 リ ン ク を 流 れ る ト ラ フ

ィ ッ ク の な か に あ る 一 部 の ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 変 更 す る 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 の 変 更

案 と 、 前 記 使 用 帯 域 が 所 定 の 値 を 超 え る リ ン ク の 速 度 を 変 更 す る 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成

の 変 更 案 と を 生 成 し て 出 力 し 、 前 記 ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 変 更 す る 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構

成 の 変 更 案 の 選 択 を 受 け 付 け た 場 合 に は 、 当 該 ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 変 更 す る よ う に 前 記

ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 変 更 す る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 部 と

　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 部 は 、

　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 の 変 更 後 に お け る 前 記 リ ン ク の 使 用 帯 域 率 を 算 出 し て 変 更 案 を

生 成 し て 出 力 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 変 更 す る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 方 法 で あ っ て

、

　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 は 、

　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 者 の ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 か ら 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 す る イ ベ
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ン ト の 予 定 を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 イ ベ ン ト の 予 定 か ら 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 状 況 を 予 測 し 、 前 記 利 用 が 可 能 と な

る よ う に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 変 更 す る ス テ ッ プ と

　 を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 状 況 に 応 じ た 適 切 な ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 に 設 定 す る ネ ッ ト

ワ ー ク 設 定 装 置 お よ び ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 企 業 を 始 め と す る 組 織 の Ｉ Ｔ 部 門 は 、 拠 点 内 、 拠 点 間 、 お よ び イ ン タ ー ネ ッ ト と 組 織 間

の ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 状 況 を 監 視 し た り 、 利 用 者 か ら の ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 予 定 の 通 知 を 受

け た り し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 状 況 を 予 測 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク ト ラ フ ィ ッ ク （ 以 下 、 ト ラ

フ ィ ッ ク と も 記 す ） の 経 路 設 定 を 行 う 。 こ う す る こ と で 、 Ｉ Ｔ 部 門 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理

の １ つ と し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 品 質 を 維 持 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 例 え ば 、 サ ー バ と 端 末 と を 接 続 す る 複 数 の 通 信 経 路 が あ り 、 最 短 経 路 の ト ラ フ ィ ッ ク の

帯 域 が そ の 経 路 上 に あ る リ ン ク の 速 度 （ 帯 域 ） を 上 回 る 場 合 に は 、 Ｉ Ｔ 部 門 は 、 一 部 の ア

プ リ ケ ー シ ョ ン の ト ラ フ ィ ッ ク を 別 の 経 路 を 流 れ る よ う に 設 定 す る こ と で 、 輻 輳 が 発 生 す

る こ と を 回 避 す る 。 Ｉ Ｔ 部 門 が 決 定 し た ス ケ ジ ュ ー ル に 基 づ い て 、 経 路 を 設 定 す る ネ ッ ト

ワ ー ク 設 定 を 実 施 す る 手 法 と し て 特 許 文 献 １ に 記 載 の ソ フ ト ウ ェ ア を 用 い る 手 法 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 輻 輳 を 引 き 起 こ す よ う な ト ラ フ ィ ッ ク と し て 、 講 演 の 動 画 視 聴 や ビ デ オ 会 議 な ど が あ る

。 利 用 者 は 、 自 身 の 都 合 の よ い と き に 録 画 済 み の 動 画 を 視 聴 し た り 、 参 加 者 の 都 合 に 合 わ

せ て ビ デ オ 会 議 の 日 時 を 設 定 し た り す る 。 動 画 視 聴 や ビ デ オ 会 議 の 予 定 は 、 利 用 者 個 人 の

ス ケ ジ ュ ー ル と し て ス ケ ジ ュ ー ラ （ ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 サ ー バ ） に 登 録 さ れ て い る 。

　 非 特 許 文 献 ２ に は 、 ス ケ ジ ュ ー ル を 参 照 し て 事 前 に 予 定 を 通 知 す る 装 置 が 記 載 さ れ て い

る 。 利 用 者 は 、 こ の よ う な 装 置 か ら 通 知 を 受 け て 、 予 定 し た 日 時 に 動 画 視 聴 し た り 、 ビ デ

オ 会 議 に 参 加 し た り す る 。 し か し な が ら 、 Ｉ Ｔ 部 門 は 、 個 々 の 利 用 者 の ス ケ ジ ュ ー ル ま で

は 管 理 し て い な い 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 Ｉ Ｔ 部 門 が 行 う 、 ネ ッ ト ワ ー ク 品 質 維 持 以 外 の ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 と し て 、 セ キ ュ リ テ ィ

管 理 が あ る 。 セ キ ュ リ テ ィ 管 理 の １ つ と し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 者 が 外 出 時 に 利 用 す る モ

バ イ ル 端 末 の セ キ ュ リ テ ィ 管 理 が あ り 、 紛 失 や 盗 難 な ど に よ り 所 在 不 明 と な っ た モ バ イ ル

端 末 の 利 用 を 停 止 す る 運 用 が 行 わ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 1.2.3 ス ケ ジ ュ ー ル 制 御 、 JP1/Automatic Job Management System 2 解

説 、 ［ online］ 、 2006年 6月 、 日 立 製 作 所 、 ［ 平 成 30年 8月 28日 検 索 ］ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト <U

RL: http:// i tdoc.hitachi.co.jp/manuals/3020/30203K2143/AJSF0016.HTM>

【 非 特 許 文 献 ２ 】 cloudiss、 ［ online］ 、 2015年 11月 、 Cerevo、 ［ 平 成 30年 8月 28日 検 索

］ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト <URL:https://cloudiss.cerevo.com/ja/>

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 Ｉ Ｔ 部 門 は 、 動 画 視 聴 の よ う な 広 帯 域 の （ 大 き な 帯 域 を 使 用 す る ） ト ラ フ ィ ッ ク が 発 生

す る ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 に つ い て 、 利 用 者 か ら の 事 前 の 通 知 が あ れ ば 、 輻 輳 が 発 生 し な い よ

う に 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 設 定 （ ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 の 変 更 ） を 行 う こ と が で き る 。 し か し な が
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ら 、 利 用 者 個 人 の 予 定 と し て ス ケ ジ ュ ー ラ に 登 録 さ れ て い る だ け で 、 事 前 の 通 知 が な い 場

合 に は 、 Ｉ Ｔ 部 門 は 対 応 で き な い 。 こ の 結 果 、 広 帯 域 の ト ラ フ ィ ッ ク に よ り 、 輻 輳 が 発 生

し て し ま い 、 利 用 者 本 人 の ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 に と ど ま ら ず 、 他 の 利 用 者 の ネ ッ ト ワ ー ク 利

用 に つ い て も 、 遅 延 や デ ー タ の 欠 落 が 生 じ て し ま う と い う 問 題 が 発 生 す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 、 モ バ イ ル 端 末 の 紛 失 や 盗 難 に つ い て は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 者 か ら の 通 知 を 受 け て

か ら Ｉ Ｔ 部 門 が 、 モ バ イ ル 端 末 の 利 用 停 止 の 設 定 を 行 っ て い る 。 ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 者 が 、

紛 失 や 盗 難 に 気 が つ か な い 、 ま た は 、 気 が つ い て も 通 知 を 怠 れ ば 、 モ バ イ ル 端 末 の 利 用 可

能 な 状 態 が 継 続 し 、 組 織 の ネ ッ ト ワ ー ク へ の 不 正 ア ク セ ス や 犯 罪 に 利 用 さ れ る 可 能 性 が 出

て く る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 背 景 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 予 定 さ れ て い る ネ ッ ト ワ ー

ク 利 用 情 報 を 収 集 し て ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 状 況 を 予 測 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 状 況 に 応 じ

た 適 切 な ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 に 設 定 す る こ と を 可 能 と す る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 お よ び ネ ッ

ト ワ ー ク 設 定 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 前 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 変 更 す

る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 で あ っ て 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 者 の ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 か ら 、

前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 す る イ ベ ン ト の 予 定 を 取 得 す る ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 収 集 部 と 、 前 記

イ ベ ン ト の 予 定 か ら 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 状 況 を 予 測 し 、 前 記 利 用 が 可 能 と な る よ う

に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 変 更 す る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ネ

ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 と し た 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 変 更 す る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置

の ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 方 法 で あ っ て 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 利

用 者 の ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 か ら 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 す る イ ベ ン ト の 予 定 を 取 得 す る ス

テ ッ プ と 、 前 記 イ ベ ン ト の 予 定 か ら 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 状 況 を 予 測 し 、 前 記 利 用 が

可 能 と な る よ う に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 変 更 す る ス テ ッ プ と を 実 行 す る こ と を 特 徴 と

す る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 方 法 と し た 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の よ う な 構 成 に す る こ と で 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 は 、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 に 記 載 さ れ

た ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 に 対 応 す る よ う に ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 を 変 更 す る 。 こ の た め 、 ス ケ ジ ュ

ー ル 情 報 に 係 る 利 用 者 は 、 イ ベ ン ト に 対 応 し た ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 部 が 、 前 記 イ ベ ン ト の 実 施 期 間 に お け

る 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク に 流 れ る ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 と 帯 域 を 算 出 し て 、 前 記 ト ラ フ ィ ッ ク の

経 路 と 帯 域 か ら 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る リ ン ク の 使 用 帯 域 を 算 出 し 、 前 記 使 用 帯 域 が

所 定 の 値 を 超 え る 場 合 に は 、 前 記 リ ン ク を 流 れ る ト ラ フ ィ ッ ク の な か に あ る 一 部 の ト ラ フ

ィ ッ ク の 経 路 を 変 更 す る よ う に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 １ に 記 載 の ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 と し た 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の よ う な 構 成 に す る こ と で 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 は 、 イ ベ ン ト に 伴 い 新 た な ト ラ フ

ィ ッ ク が 発 生 し て も 、 輻 輳 が 発 生 す る こ と が な い よ う に 、 ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 を 変 更 す る 。

大 き な 帯 域 を 使 用 す る ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 を 伴 う イ ベ ン ト で あ っ て も 、 利 用 者 は 、 通 信 遅 延

が 小 さ い 一 定 品 質 の ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 部 が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 変 更

す る 変 更 案 を 複 数 生 成 し て 出 力 し 、 選 択 さ れ た 前 記 変 更 案 の ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 に 変 更 す

る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 と し た 。
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【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ の よ う な 構 成 に す る こ と で 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 が 出 力 し

た 複 数 の ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 案 の な か で 、 最 良 の 変 更 案 を 採 用 す る こ と が で き る 。 ま た

、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 は 、 事 前 に ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 の 変 更 内 容 を 知 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 部 が 、 前 記 イ ベ ン ト が 、 前 記 ネ ッ ト ワ

ー ク を 構 成 し 、 前 記 利 用 者 が 利 用 す る モ バ イ ル 端 末 を 利 用 す る イ ベ ン ト で あ る 場 合 に 、 前

記 イ ベ ン ト の 実 施 期 間 中 に お け る 前 記 モ バ イ ル 端 末 が 利 用 可 能 で あ る よ う に 前 記 ネ ッ ト ワ

ー ク の 構 成 を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 と し た 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ の よ う な 構 成 に す る こ と で 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 は 、 モ バ イ ル 端 末 の 利 用 を 制 限 で

き る よ う に な る 。 利 用 者 か ら の 通 知 が な く て も 、 紛 失 や 盗 難 な ど に よ り 所 在 不 明 と な っ た

モ バ イ ル 端 末 の 利 用 制 限 が 可 能 と な り 、 モ バ イ ル 端 末 の 不 正 利 用 を 抑 止 す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 変 更 す る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 で あ っ

て 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 者 の ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 か ら 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 す る イ

ベ ン ト の 予 定 を 取 得 す る ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 収 集 部 と 、 前 記 イ ベ ン ト の 実 施 期 間 に お け る 前

記 ネ ッ ト ワ ー ク に 流 れ る ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 と 帯 域 を 算 出 し て 、 前 記 ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路

と 帯 域 か ら 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る リ ン ク の 使 用 帯 域 を 算 出 し 、 前 記 使 用 帯 域 が 所 定

の 値 を 超 え る 場 合 に は 、 前 記 リ ン ク を 流 れ る ト ラ フ ィ ッ ク の な か に あ る 一 部 の ト ラ フ ィ ッ

ク の 経 路 を 変 更 す る 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 の 変 更 案 と 、 前 記 使 用 帯 域 が 所 定 の 値 を 超 え

る リ ン ク の 速 度 を 変 更 す る 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 の 変 更 案 と を 生 成 し て 出 力 し 、 前 記 ト

ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 変 更 す る 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 の 変 更 案 の 選 択 を 受 け 付 け た 場 合 に

は 、 当 該 ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 変 更 す る よ う に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 を 変 更 す る ネ ッ ト

ワ ー ク 設 定 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 と し た 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 こ の よ う な 構 成 に す る こ と で 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 は 、 イ ベ ン ト に 伴 い 新 た な ト ラ フ

ィ ッ ク が 発 生 し て も 、 輻 輳 が 発 生 す る こ と が な い よ う に 、 リ ン ク の 速 度 を 変 更 す る ネ ッ ト

ワ ー ク 構 成 の 変 更 案 と 、 ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 変 更 す る ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 の 変 更 案 と を ネ

ッ ト ワ ー ク 管 理 者 に 提 示 す る 。 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 が ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 変 更 す る 変 更

案 を 選 択 し た 場 合 に は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 の 変 更 を 行 う 。 ネ ッ

ト ワ ー ク 管 理 者 は 、 リ ン ク の 速 度 の 変 更 を 含 む 複 数 の ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 案 の な か で 、

最 良 の 変 更 案 を 採 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 は 、 事 前 に ネ ッ ト ワ ー

ク 構 成 の 変 更 内 容 を 知 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 部 が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 の 変 更

後 に お け る 前 記 リ ン ク の 使 用 帯 域 率 を 算 出 し て 変 更 案 を 生 成 し て 出 力 す る こ と を 特 徴 と す

る 請 求 項 ５ に 記 載 の ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 と し た 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 こ の よ う な 構 成 に す る こ と で 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 が 出 力 し

た 変 更 後 の リ ン ク の 使 用 帯 域 率 を 参 照 し な が ら 変 更 案 を 比 較 し て 選 択 で き る よ う に な り 、

よ り 適 切 な 選 択 が で き る よ う に な る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 予 定 さ れ て い る ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 情 報 を 収 集 し て ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用

状 況 を 予 測 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 状 況 に 応 じ た 適 切 な ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 に 設 定 す る こ と

を 可 能 と す る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 お よ び ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る

。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ２ ４ 】

【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 設 定 対 象 と な る ネ ッ ト ワ ー ク の 構

成 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 り 、 リ ン ク を 流 れ る 時 間 帯 別 の 通 信 量 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 構 成 要 素 間 で や り 取 り さ れ る デ ー

タ の 流 れ を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 設 備 情 報 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ 構 成 を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る リ ン ク 情 報 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ 構 成 を 例 示 す る 図 で あ る

。

【 図 ７ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る イ ン フ ラ 統 計 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ 構 成 を 例 示 す る 図 で あ

る 。

【 図 ８ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ 構 成 を 例 示 す る 図

で あ る 。

【 図 ９ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る サ ー ビ ス 情 報 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ 構 成 を 例 示 す る 図 で あ

る 。

【 図 １ ０ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る リ ン ク コ ス ト 情 報 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ 構 成 を 例 示 す る

図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 変 更 案 比 較 表 の デ ー タ 構 成 を 例 示 す る 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 １ ３ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 、 「 ス ト レ ー ジ 」 の ト ラ フ ィ ッ ク を イ ン タ ー ネ ッ ト 経 由

に 変 更 す る 場 合 の ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 、 講 演 視 聴 中 に リ ン ク を 流 れ る デ ー タ の 帯 域 を 示 す 図 で

あ る 。

【 図 １ ５ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 、 講 演 視 聴 の ト ラ フ ィ ッ ク を イ ン タ ー ネ ッ ト 経 由 に 変 更

す る 場 合 の ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 、 講 演 視 聴 中 に リ ン ク を 流 れ る デ ー タ の 帯 域 を 示 す 図 で

あ る 。

【 図 １ ７ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ８ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る モ バ イ ル 端 末 デ ー タ ベ ー ス の デ ー タ 構 成 を 例 示 す る 図 で

あ る 。

【 図 １ ９ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 デ ー タ ベ ー ス に 格 納 さ れ る デ ー タ を 説

明 す る た め の 図 で あ る 。

【 図 ２ ０ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： 予 測 さ れ る 輻 輳 （ リ ン ク の 帯 域 を 超 過 す る ト ラ フ ィ ッ ク ） へ の 対 応 ≫

　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 第 １ の 実 施 形 態 で あ る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 を 説 明 す る 前 に 、

第 １ の 実 施 形 態 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 、 輻 輳 が 発 生 す る 状 況 、 お よ び 輻 輳 を 回 避 す る

た め の ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 の 概 要 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 ≫

　 図 １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 設 定 対 象 と な る ネ ッ ト ワ ー ク ９

０ ０ の 構 成 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 １ を 参 照 し な が ら 、 ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 と ネ ッ ト

ワ ー ク を 流 れ る デ ー タ に つ い て 説 明 す る 。

　 拠 点 Ｓ ９ ３ １ に は 、 拠 点 Ｃ Ｐ Ｅ （ Customer Premises Equipment） ９ １ １ が 設 置 さ れ て

お り 、 専 用 線 ９ ２ １ と は リ ン ク Ｌ ９ ４ １ で 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ９ ２ ２ と は リ ン ク Ｌ ９ ４ ２ で

接 続 さ れ て い る 。 拠 点 Ｓ ９ ３ １ に は 端 末 Ｔ ９ ０ １ が 存 在 し 、 Ｌ Ａ Ｎ 経 由 で 拠 点 Ｃ Ｐ Ｅ ９ １

１ と 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

10

20

30

40

50



(7) JP  2020-43376  A   2020.3.19

　 拠 点 Ｓ ９ ３ ２ に は 、 拠 点 Ｃ Ｐ Ｅ ９ １ ２ が 設 置 さ れ て お り 、 専 用 線 ９ ２ １ と は リ ン ク Ｌ ９

４ ３ で 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ９ ２ ２ と は リ ン ク Ｌ ９ ４ ４ で 接 続 さ れ て い る 。 拠 点 Ｓ ９ ３ ２ に は

端 末 Ｔ ９ ０ ２ が 存 在 し 、 Ｌ Ａ Ｎ 経 由 で 拠 点 Ｃ Ｐ Ｅ ９ １ ２ と 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 な お 、 以 下 で は 、 拠 点 Ｓ ９ ３ １ ， Ｓ ９ ３ ２ に あ る 端 末 を 総 称 し て 端 末 Ｔ ９ １ ０ と も 記 す

。 拠 点 Ｓ ９ ３ １ に あ る 端 末 Ｔ ９ １ ０ は Ｌ Ａ Ｎ 経 由 で 拠 点 Ｃ Ｐ Ｅ ９ １ １ に 接 続 さ れ て い る 。

拠 点 Ｓ ９ ３ ２ に あ る 端 末 Ｔ ９ １ ０ は Ｌ Ａ Ｎ 経 由 で 拠 点 Ｃ Ｐ Ｅ ９ １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 動 画 サ ー バ ９ １ ３ は 、 端 末 Ｔ ９ １ ０ に 向 け て 動 画 を 配 信 す る サ ー バ で あ り 、 専 用 線 ９ ２

１ と は リ ン ク Ｌ ９ ５ １ で 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ９ ２ ２ と は リ ン ク Ｌ ９ ５ ３ で 接 続 さ れ て い る 。

ス ト レ ー ジ サ ー バ ９ １ ４ は 、 端 末 Ｔ ９ １ ０ に 対 し て ス ト レ ー ジ サ ー ビ ス を 提 供 す る サ ー バ

で あ り 、 専 用 線 ９ ２ １ と は リ ン ク Ｌ ９ ５ ２ で 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ９ ２ ２ と は リ ン ク Ｌ ９ ５ ４

で 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク を 流 れ る デ ー タ ≫

　 ト ラ フ ィ ッ ク Ｔ Ｒ ０ １ は 、 端 末 Ｔ ９ ０ １ の 利 用 者 が 、 動 画 サ ー バ ９ １ ３ の コ ン テ ン ツ を

視 聴 す る と き に 発 生 す る ネ ッ ト ワ ー ク 上 の ト ラ フ ィ ッ ク （ デ ー タ の 流 れ ） で あ り 、 拠 点 Ｓ

９ ３ １ の Ｌ Ａ Ｎ 、 拠 点 Ｃ Ｐ Ｅ ９ １ １ 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ 、 専 用 線 ９ ２ １ お よ び リ ン ク Ｌ ９ ５

１ を 経 由 し て い る 。 ま た 、 ト ラ フ ィ ッ ク Ｔ Ｒ ０ ２ は 、 端 末 Ｔ ９ ０ ２ の 利 用 者 が 、 動 画 サ ー

バ ９ １ ３ の コ ン テ ン ツ を 視 聴 す る と き に 発 生 す る ネ ッ ト ワ ー ク 上 の ト ラ フ ィ ッ ク で あ り 、

拠 点 Ｓ ９ ３ ２ の Ｌ Ａ Ｎ 、 拠 点 Ｃ Ｐ Ｅ ９ １ ２ 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ ３ 、 専 用 線 ９ ２ １ お よ び リ ン ク

Ｌ ９ ５ １ を 経 由 し て い る 。 動 画 が ４ Ｋ 解 像 度 の ビ デ オ 画 像 で あ れ ば 、 ト ラ フ ィ ッ ク Ｔ Ｒ ０

１ ， Ｔ Ｒ ０ ２ そ れ ぞ れ の 帯 域 は ２ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ で あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ト ラ フ ィ ッ ク Ｔ Ｒ ０ ３ は 、 拠 点 Ｓ ９ ３ １ の 端 末 Ｔ ９ １ ０ の 利 用 者 が 、 ス ト レ ー ジ サ ー バ

９ １ ４ に ア ク セ ス す る と き に 発 生 す る ネ ッ ト ワ ー ク 上 の ト ラ フ ィ ッ ク で あ っ て 、 拠 点 Ｓ ９

３ １ の Ｌ Ａ Ｎ 、 拠 点 Ｃ Ｐ Ｅ ９ １ １ 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ 、 専 用 線 ９ ２ １ お よ び リ ン ク Ｌ ９ ５ ２

を 経 由 し て い る 。 ま た 、 ト ラ フ ィ ッ ク Ｔ Ｒ ０ ４ は 、 拠 点 Ｓ ９ ３ ２ の 端 末 Ｔ ９ １ ０ の 利 用 者

が 、 ス ト レ ー ジ サ ー バ ９ １ ４ に ア ク セ ス す る と き に 発 生 す る ネ ッ ト ワ ー ク 上 の ト ラ フ ィ ッ

ク で あ り 、 拠 点 Ｓ ９ ３ ２ の Ｌ Ａ Ｎ 、 拠 点 Ｃ Ｐ Ｅ ９ １ ２ 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ ３ 、 専 用 線 ９ ２ １ お

よ び リ ン ク Ｌ ９ ５ ２ を 経 由 し て い る 。 ト ラ フ ィ ッ ク Ｔ Ｒ ０ ３ ， Ｔ Ｒ ０ ４ の 平 均 的 な 帯 域 は

、 そ れ ぞ れ ２ ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 イ ン タ ー ネ ッ ト ９ ２ ２ と 比 べ て 専 用 線 ９ ２ １ は 、 高 価 で 高 品 質 で あ り 、 Ｉ Ｔ 部 門 は 、 可

能 な 限 り ト ラ フ ィ ッ ク が 専 用 線 ９ ２ １ を 流 れ る よ う に 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 設 定 し て い る 。 こ

の た め に 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ の 使 用 率 は 高 く 、 輻 輳 が 発 生 し や す い 。 こ の た め 、

Ｉ Ｔ 部 門 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 を 予 測 し て 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ で 輻 輳 が 発 生 し な

い よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ２ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 り 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ を 流 れ る 時 間 帯 別 の 通 信 量

を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ を 参 照 し な が ら 、 動 画 視 聴 時 の 通 信 量 （ ト ラ フ ィ ッ ク の 帯 域 ） の 変

化 を 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 図 ２ の 説 明 に お い て は 、 １ ０ 時 ～ １ １ 時 に 、 端 末 Ｔ ９ ０ １ ，

Ｔ ９ ０ ２ そ れ ぞ れ の 利 用 者 が 、 動 画 サ ー バ ９ １ ３ 上 に あ る ４ Ｋ 解 像 度 の ビ デ オ 画 像 を 視 聴

す る と す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ９ 時 ～ １ ０ 時 に リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ を 流 れ る 通 信 量 は 、 ３ ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ で あ る 。 こ

の ３ ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ の ト ラ フ ィ ッ ク に は 、 ス ト レ ー ジ サ ー バ ９ １ ４ 向 け の ト ラ フ ィ ッ ク Ｔ Ｒ ０

３ ， Ｔ Ｒ ０ ４ （ 図 １ 参 照 ） が 含 ま れ 、 そ れ ぞ れ ２ ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ で あ る 。 ま た 、 こ の ３ ５ Ｍ ｂ

ｐ ｓ の ト ラ フ ィ ッ ク に は 、 拠 点 Ｃ Ｐ Ｅ ９ １ １ 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ 、 専 用 線 ９ ２ １ 、 リ ン ク Ｌ

９ ４ ３ 、 拠 点 Ｃ Ｐ Ｅ ９ １ ２ を 経 由 す る 拠 点 Ｓ ９ ３ １ ， Ｓ ９ ３ ２ 間 の デ ー タ な ど １ ０ Ｍ ｂ ｐ
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ｓ の ト ラ フ ィ ッ ク が 含 ま れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 １ ０ 時 ～ １ １ 時 に は 、 端 末 Ｔ ９ ０ １ ， Ｔ ９ ０ ２ そ れ ぞ れ の 利 用 者 が 、 動 画 サ ー バ ９ １ ３

上 に あ る ４ Ｋ 解 像 度 の ビ デ オ 画 像 を 視 聴 す る た め に 、 ト ラ フ ィ ッ ク Ｔ Ｒ ０ １ ， Ｔ Ｒ ０ ２ （

図 １ 参 照 ） が 発 生 し 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ の 通 信 量 が そ れ ぞ れ ２ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ 増 加 す

る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 １ １ 時 ～ １ ２ 時 に は 、 ト ラ フ ィ ッ ク Ｔ Ｒ ０ １ ， Ｔ Ｒ ０ ２ が な く な り 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ，

Ｌ ９ ４ ３ の 使 用 量 は 、 ９ 時 ～ １ ０ 時 の ３ ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ に 戻 る 。

　 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ の 帯 域 が ５ ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ よ り 小 さ け れ ば 、 １ ０ 時 ～ １ １ 時 に 輻

輳 が 発 生 し て し ま い 、 デ ー タ 欠 落 や 通 信 遅 延 が 発 生 し て し ま う 。 端 末 Ｔ ９ ０ １ ， Ｔ ９ ０ ２

の 利 用 者 だ け で は な く 、 拠 点 Ｓ ９ ３ １ ， Ｓ ９ ３ ２ の 利 用 者 全 体 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が あ

る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 １ ０ 時 ～ １ １ 時 の ビ デ オ 視 聴 が 予 め 分 か っ て い れ ば 、 Ｉ Ｔ 部 門 は 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ

９ ４ ３ を 流 れ る ト ラ フ ィ ッ ク の 一 部 を 、 専 用 線 ９ ２ １ で は な く 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ ２ ， Ｌ ９ ４

４ お よ び イ ン タ ー ネ ッ ト ９ ２ ２ を 経 由 す る よ う に 切 り 替 え る こ と で 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ

９ ４ ３ の 使 用 量 を 下 げ る こ と が で き 、 結 果 と し て 輻 輳 を 防 止 す る こ と が で き る よ う に な る

。

【 ０ ０ ３ ８ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 概 要 ≫

　 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 は 、 利 用 者 が 登 録 し た ス ケ ジ ュ ー ル 情 報

の な か で ネ ッ ト ワ ー ク ９ ０ ０ の 利 用 に 係 る 情 報 を 取 得 し て 、 利 用 状 況 （ ト ラ フ ィ ッ ク ） を

予 測 す る 。 次 に 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 は 、 利 用 状 況 に 応 じ た ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 の 変 更 案

（ ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 の 変 更 案 や リ ン ク 速 度 （ 帯 域 ） の 変 更 案 ） を 生 成 し て 、 Ｉ Ｔ 部 門 の

ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 に 提 示 す る 。 続 い て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 は 、 ス ケ ジ ュ ー ル に 合 わ

せ て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 が 選 択 し た ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 の 変 更 案 に 合 致 す る よ う に 、 ネ ッ

ト ワ ー ク 設 定 を 実 行 す る 。 以 下 で は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 構 成 、 お よ び 、 ス ケ ジ ュ ー

ル 情 報 の 取 得 か ら ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 の 変 更 案 の 生 成 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 ま で の 処 理 を 説 明

す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 全 体 構 成 ≫

　 図 ３ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ る

。 図 ４ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ の 構 成 要 素 間 で や り 取 り さ

れ る デ ー タ の 流 れ を 示 す 図 で あ る 。 図 ３ お よ び 図 ４ を 参 照 し な が ら 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装

置 １ ０ ０ の 全 体 構 成 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Processing Unit） か ら 構 成 さ れ る

制 御 部 １ １ ０ 、 Ｒ Ａ Ｍ （ Random Access Memory） や Ｓ Ｓ Ｄ （ Solid State Drive） な ど か

ら 構 成 さ れ る 記 憶 部 １ ２ ０ お よ び 入 出 力 部 １ ０ ５ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 入 出 力 部 １ ０ ５ は

、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 が 利 用 す る キ ー ボ ー ド や デ ィ ス プ レ イ （ 不 図 示 ） を 備 え る 。 ま た 、

入 出 力 部 １ ０ ５ は 、 後 記 す る ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置 ３ １ ０ お よ び ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 サ ー バ

３ ２ ０ と の 通 信 デ ー タ を 、 ネ ッ ト ワ ー ク ９ ０ ０ を 介 し て や り 取 り す る 通 信 デ バ イ ス （ 不 図

示 ） を 備 え る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置 ３ １ ０ は 、 拠 点 Ｃ Ｐ Ｅ ９ １ １ ， ９ １ ２ な ど の 通 信 装 置 や リ ン ク Ｌ

９ ４ １ ～ Ｌ ９ ４ ４ な ど の 設 定 や 監 視 を 行 う 装 置 で あ る 。 設 定 の 変 更 を 行 う こ と で 、 特 定 の

ア プ リ ケ ー シ ョ ン （ サ ー ビ ス ） に 係 る ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 変 更 す る が で き る 。 ま た 、 ネ

ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置 ３ １ ０ は 、 監 視 の た め に リ ン ク を 流 れ る ト ラ フ ィ ッ ク の 統 計 （ ト ラ フ

ィ ッ ク の 帯 域 情 報 な ど ） を 取 得 し て い る 。
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　 ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 サ ー バ ３ ２ ０ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ９ ０ ０ の 利 用 者 の ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 を

蓄 積 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 全 体 構 成 ： 制 御 部 の 構 成 ≫

　 制 御 部 １ １ ０ は 、 イ ン フ ラ 情 報 収 集 部 １ １ １ 、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 収 集 部 １ １ ２ 、 デ ー タ

分 析 部 １ １ ３ 、 デ ー タ 評 価 部 １ １ ４ お よ び イ ン フ ラ 設 定 部 １ １ ５ を 備 え る 。 な お 、 デ ー タ

分 析 部 １ １ ３ と デ ー タ 評 価 部 １ １ ４ と イ ン フ ラ 設 定 部 １ １ ５ と を 合 わ せ て ネ ッ ト ワ ー ク 設

定 部 と も 記 す 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 イ ン フ ラ 情 報 収 集 部 １ １ １ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置 ３ １ ０ か ら 、 端 末 Ｔ ９ １ ０ の 利 用

者 や ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 状 況 （ 統 計 情 報 ） を 取 得 し て 、 後 記 す る 設 備

情 報 デ ー タ ベ ー ス （ 図 ３ で は 、 設 備 情 報 Ｄ Ｂ （ Database） と 記 載 ） １ ３ ０ （ 後 記 す る 図 ５

参 照 ） 、 イ ン フ ラ 構 成 デ ー タ ベ ー ス １ ２ ５ お よ び イ ン フ ラ 統 計 デ ー タ ベ ー ス １ ５ ０ （ 後 記

す る 図 ７ 参 照 ） に 格 納 す る 。 な お 、 イ ン フ ラ 情 報 収 集 部 １ １ １ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置

３ １ ０ に 限 ら ず 別 の 装 置 、 例 え ば 、 デ ィ レ ク ト リ サ ー バ や 設 備 情 報 管 理 サ ー バ な ど か ら 設

備 情 報 を 取 得 し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 収 集 部 １ １ ２ は 、 ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 サ ー バ ３ ２ ０ か ら ネ ッ ト ワ ー ク 利

用 に 係 る ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 を 取 得 し て 、 後 記 す る ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ６ ０ （

後 記 す る 図 ８ 参 照 ） に 格 納 す る 。

　 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ は 、 イ ン フ ラ 情 報 収 集 部 １ １ １ や ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 収 集 部 １ １ ２ が

取 得 し た 情 報 か ら 、 ネ ッ ト ワ ー ク ９ ０ ０ の 利 用 状 況 を 予 測 し 、 利 用 状 況 に 応 じ た ネ ッ ト ワ

ー ク 構 成 の 変 更 案 を 生 成 す る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 デ ー タ 評 価 部 １ １ ４ は 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ が 生 成 し た ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 の 変 更 案 そ れ

ぞ れ に つ い て 評 価 を 行 い 、 変 更 案 比 較 表 １ ９ ０ （ 後 記 す る 図 １ １ 参 照 ） を 生 成 し て 、 ネ ッ

ト ワ ー ク 管 理 者 に 提 示 す る 。

　 イ ン フ ラ 設 定 部 １ １ ５ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 が 選 択 し た 変 更 案 に ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 を

変 更 す る よ う に 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置 ３ １ ０ に 指 示 す る 。 指 示 に は 、 設 定 変 更 を 実 行 す

る 変 更 時 刻 も 含 ま れ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 全 体 構 成 ： 記 憶 部 の 構 成 ≫

　 記 憶 部 １ ２ ０ は 、 設 備 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ３ ０ 、 イ ン フ ラ 構 成 デ ー タ ベ ー ス １ ２ ５ 、 イ

ン フ ラ 統 計 デ ー タ ベ ー ス １ ５ ０ 、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ６ ０ 、 サ ー ビ ス 情 報 デ

ー タ ベ ー ス １ ７ ０ 、 リ ン ク コ ス ト 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ８ ０ お よ び 変 更 案 比 較 表 １ ９ ０ を 含

ん で 構 成 さ れ る 。 ま た 、 記 憶 部 １ ２ ０ は 、 後 記 す る ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 処 理 （ 図 １ ２ 参

照 ） を 制 御 部 １ １ ０ が 実 行 す る た め の プ ロ グ ラ ム （ 不 図 示 ） を 記 憶 す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 イ ン フ ラ 構 成 デ ー タ ベ ー ス １ ２ ５ は 、 リ ン ク 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ４ ０ （ 後 記 す る 図 ６ 参

照 ） を 含 め た ネ ッ ト ワ ー ク ９ ０ ０ の 構 成 を 記 憶 し て い る デ ー タ ベ ー ス で あ る 。 以 下 、 図 ５

～ 図 １ １ を 参 照 し な が ら 、 設 備 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ３ ０ 、 リ ン ク 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ４ ０

、 イ ン フ ラ 統 計 デ ー タ ベ ー ス １ ５ ０ 、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ６ ０ 、 サ ー ビ ス 情

報 デ ー タ ベ ー ス １ ７ ０ 、 リ ン ク コ ス ト 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ８ ０ お よ び 変 更 案 比 較 表 １ ９ ０

を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 全 体 構 成 ： 設 備 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 構 成 ≫

　 図 ５ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 設 備 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ３ ０ の デ ー タ 構 成 を 例 示 す る 図

で あ る 。 設 備 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ３ ０ は 、 例 え ば 表 形 式 の デ ー タ で あ っ て 、 １ つ の 行 （ レ

コ ー ド ） は 、 端 末 Ｔ ９ １ ０ を 示 し 、 端 末 １ ３ １ 、 利 用 者 １ ３ ２ お よ び 拠 点 １ ３ ３ の 列 （ 属

性 ） を 含 む 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】

　 端 末 １ ３ １ は 、 レ コ ー ド が 示 し て い る 端 末 の 識 別 情 報 で あ る 。 利 用 者 １ ３ ２ は 、 レ コ ー

ド が 示 す 端 末 の 利 用 者 の 識 別 情 報 で あ る 。 拠 点 １ ３ ３ は レ コ ー ド が 示 す 端 末 が 設 置 さ れ て

い る 拠 点 の 識 別 情 報 で あ る 。

　 レ コ ー ド １ ３ ９ は 、 識 別 情 報 が 「 Ｔ ９ ０ １ 」 で あ る 端 末 に つ い て 、 端 末 の 利 用 者 の 識 別

情 報 は 「 Ｐ ４ ３ ４ ９ 」 で あ り 、 識 別 情 報 が 「 Ｓ ９ ３ １ 」 で あ る 拠 点 Ｓ ９ ３ １ に 設 置 さ れ て

い る こ と を 示 す 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 全 体 構 成 ： リ ン ク 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 構 成 ≫

　 図 ６ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る リ ン ク 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ４ ０ の デ ー タ 構 成 を 例 示 す る

図 で あ る 。 リ ン ク 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ４ ０ は 、 例 え ば 表 形 式 の デ ー タ で あ っ て 、 １ つ の 行

（ レ コ ー ド ） は 、 １ 本 の リ ン ク を 示 し 、 リ ン ク １ ４ １ 、 速 度 １ ４ ２ お よ び 接 続 点 １ ４ ３ の

列 （ 属 性 ） を 含 む 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 リ ン ク １ ４ １ は 、 レ コ ー ド が 示 す リ ン ク の 識 別 情 報 で あ る 。 速 度 １ ４ ２ は 、 リ ン ク の 速

度 （ 帯 域 ） で あ っ て 、 単 位 は Ｍ ｂ ｐ ｓ で あ る 。 接 続 点 １ ４ ３ は 、 リ ン ク の 接 続 す る 拠 点 や

サ ー バ 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 示 し 、 そ の 識 別 情 報 が 含 ま れ て い る 。

　 レ コ ー ド １ ４ ９ は 、 識 別 情 報 が 「 Ｌ ９ ４ １ 」 で あ る リ ン ク に つ い て 、 速 度 は ４ ０ Ｍ ｂ ｐ

ｓ で あ っ て 、 拠 点 Ｓ ９ ３ １ と 専 用 線 ９ ２ １ と を 接 続 し て い る こ と を 示 す 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 全 体 構 成 ： イ ン フ ラ 統 計 デ ー タ ベ ー ス の 構 成

≫

　 図 ７ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る イ ン フ ラ 統 計 デ ー タ ベ ー ス １ ５ ０ の デ ー タ 構 成 を 例 示 す

る 図 で あ る 。 イ ン フ ラ 統 計 デ ー タ ベ ー ス １ ５ ０ は 、 例 え ば 表 形 式 の デ ー タ で あ っ て 、 １ つ

の 行 （ レ コ ー ド ） は 、 リ ン ク に 流 れ る ト ラ フ ィ ッ ク の 帯 域 （ 通 信 量 ） の 統 計 デ ー タ で あ っ

て 、 リ ン ク 別 、 期 間 別 、 ト ラ フ ィ ッ ク の 種 別 別 の 帯 域 を 示 す 。 レ コ ー ド は 、 リ ン ク １ ５ １

、 期 間 １ ５ ２ 、 種 別 １ ５ ３ 、 平 均 １ ５ ４ 、 最 大 １ ５ ５ お よ び 昼 間 １ ５ ６ の 列 （ 属 性 ） を 含

む 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 リ ン ク １ ５ １ は 、 統 計 デ ー タ が 取 得 さ れ た リ ン ク の 識 別 情 報 で あ る 。 期 間 １ ５ ２ は 、 統

計 デ ー タ が 取 得 さ れ た 期 間 を 示 す 。

　 種 別 １ ５ ３ は 、 通 信 先 や ア プ リ ケ ー シ ョ ン 、 サ ー ビ ス を 示 す ト ラ フ ィ ッ ク の 種 別 で あ っ

て 、 例 え ば 、 ス ト レ ー ジ サ ー バ ９ １ ４ （ 図 １ 参 照 ） が 送 信 先 ま た は 送 信 元 で あ る ト ラ フ ィ

ッ ク を 示 す 「 ス ト レ ー ジ 」 や イ ン タ ー ネ ッ ト ９ ２ ２ 上 の Ｗ ｅ ｂ サ ー バ へ の ア ク セ ス を 示 す

「 Ｗ ｅ ｂ 」 、 全 て の 種 別 の ト ラ フ ィ ッ ク を 示 す 「 全 体 」 な ど が あ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 期 間 １ ５ ２ に 示 さ れ る 期 間 に リ ン ク １ ５ １ に 示 さ れ る リ ン ク 上 を 流 れ た 種 別 １ ５ ３ に 示

さ れ る 種 別 の ト ラ フ ィ ッ ク の 帯 域 に つ い て 、 平 均 １ ５ ４ 、 最 大 １ ５ ５ お よ び 昼 間 １ ５ ６ は

、 そ れ ぞ れ 平 均 値 、 最 大 値 お よ び 昼 間 の 平 均 値 を 示 す 。 な お 、 昼 間 の 平 均 値 と は 、 業 務 時

間 に お け る 平 均 値 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 レ コ ー ド １ ５ ９ Ａ は 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ に お け る ２ ０ １ ８ 年 ６ 月 に お け る 全 体 の ト ラ フ ィ

ッ ク の 帯 域 に つ い て 、 平 均 値 は １ ３ Ｍ ｂ ｐ ｓ 、 最 大 値 は ４ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ 、 昼 間 の 平 均 値 は ３

５ Ｍ ｂ ｐ ｓ で あ っ た こ と を 示 し て い る 。 次 に 、 レ コ ー ド １ ５ ９ Ｂ は 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ に お

け る ２ ０ １ ８ 年 ６ 月 の 「 ス ト レ ー ジ 」 の ト ラ フ ィ ッ ク に つ い て 、 平 均 値 は ９ Ｍ ｂ ｐ ｓ 、 最

大 値 は ３ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ 、 昼 間 の 平 均 値 は ２ ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ で あ っ た こ と を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ま た 、 レ コ ー ド １ ５ ９ Ｃ は 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ に お け る ２ ０ １ ８ 年 ６ 月 の 「 ス ト レ ー ジ 以

外 」 の ト ラ フ ィ ッ ク の 帯 域 に つ い て 、 平 均 値 は ４ Ｍ ｂ ｐ ｓ 、 最 大 値 は １ ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ 、 昼 間

の 平 均 値 は １ ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ で あ っ た こ と を 示 し て い る 。 最 大 値 （ ピ ー ク 値 ） に な る 時 間 が 、
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「 ス ト レ ー ジ 」 と 「 ス ト レ ー ジ 以 外 」 で 異 な る た め 、 最 大 １ ５ ５ は 、 「 全 体 」 （ レ コ ー ド

１ ５ ９ Ａ ） と 「 ス ト レ ー ジ 」 （ レ コ ー ド １ ５ ９ Ｂ ） と の 差 に な っ て い な い 。 昼 間 に お い て

は 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ を 流 れ る 「 ス ト レ ー ジ 」 以 外 の ト ラ フ ィ ッ ク の 使 用 量 は １ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ

で あ る こ と が 判 り 、 ス ト レ ー ジ サ ー バ ９ １ ４ へ の ア ク セ ス で あ る 「 ス ト レ ー ジ 」 の ト ラ フ

ィ ッ ク が 主 要 な デ ー タ で あ る こ と が 判 る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 全 体 構 成 ： ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 デ ー タ ベ ー ス の

構 成 ≫

　 図 ８ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ６ ０ の デ ー タ 構 成 を 例

示 す る 図 で あ る 。 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ６ ０ は 、 例 え ば 表 形 式 の デ ー タ で あ っ

て 、 １ つ の 行 （ レ コ ー ド ） は 、 ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 サ ー バ ３ ２ ０ （ 図 １ 参 照 ） に 登 録 さ れ て

い る １ つ の イ ベ ン ト の ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 （ 予 定 ） を 示 し 、 利 用 者 １ ６ １ 、 期 間 １ ６ ２ お よ

び 登 録 情 報 １ ６ ３ の 列 （ 属 性 ） を 含 む 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 利 用 者 １ ６ １ は 、 利 用 者 の 識 別 情 報 で あ っ て 、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 が ど の 利 用 者 の イ ベ ン

ト か を 示 す 。 期 間 １ ６ ２ は 、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 が 示 す イ ベ ン ト の 期 間 （ 開 始 時 刻 と 終 了 時

刻 ） を 示 す 。 登 録 情 報 １ ６ ３ は 、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 が 示 す イ ベ ン ト の 内 容 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 登 録 情 報 １ ６ ３ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 を 示 す キ ー ワ ー ド を 含 む 。 例 え ば 、 「 ＃ Ｖ － ４ Ｋ

」 は 、 ４ Ｋ 解 像 度 の ビ デ オ 画 像 を 視 聴 す る こ と （ イ ベ ン ト ） を 示 し て い る 。 ま た 、 「 ＃ 動

画 サ ー バ 」 は 、 動 画 サ ー バ ９ １ ３ （ 図 １ 参 照 ） を 示 し て い る 。 他 の キ ー ワ ー ド に つ い て は

、 後 記 す る 図 ９ で 説 明 す る 。

　 レ コ ー ド １ ６ ９ Ａ は 、 識 別 情 報 が 「 Ｐ ４ ３ ４ ９ 」 で 示 さ れ る 利 用 者 の ２ ０ １ ８ 年 ７ 月 ５

日 の １ ０ 時 か ら １ １ 時 ま で の 予 定 で あ っ て 、 動 画 サ ー バ ９ １ ３ （ 図 １ 参 照 ） に あ る ４ Ｋ 解

像 度 の ビ デ オ 画 像 を 視 聴 す る イ ベ ン ト を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 全 体 構 成 ： サ ー ビ ス 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 構 成

≫

　 図 ９ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る サ ー ビ ス 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ７ ０ の デ ー タ 構 成 を 例 示 す

る 図 で あ る 。 サ ー ビ ス 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ７ ０ は 、 例 え ば 表 形 式 の デ ー タ で あ っ て 、 １ つ

の 行 （ レ コ ー ド ） は 、 １ つ の サ ー ビ ス の 情 報 を 示 し 、 サ ー ビ ス １ ７ １ 、 使 用 帯 域 １ ７ ２ お

よ び キ ー ワ ー ド １ ７ ３ の 列 （ 属 性 ） を 含 む 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 サ ー ビ ス １ ７ １ は 、 サ ー ビ ス の 名 称 で あ る 。 使 用 帯 域 １ ７ ２ は 、 サ ー ビ ス が 使 用 す る ネ

ッ ト ワ ー ク （ ト ラ フ ィ ッ ク ） の 帯 域 を 示 す 。 キ ー ワ ー ド １ ７ ３ は 、 サ ー ビ ス の 通 称 で あ り

、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 の 登 録 情 報 １ ６ ３ （ 図 ８ 参 照 ） に 含 ま れ る 「 ＃ 」 を 除 く キ ー ワ ー ド で

あ る 。

　 レ コ ー ド １ ７ ９ は 、 ４ Ｋ 解 像 度 の 動 画 配 信 の サ ー ビ ス に つ い て 、 使 用 す る 帯 域 は ２ ０ Ｍ

ｂ ｐ ｓ で あ っ て 、 通 称 は 「 Ｖ － ４ Ｋ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 全 体 構 成 ： リ ン ク コ ス ト 情 報 デ ー タ ベ ー ス の

構 成 ≫

　 図 １ ０ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る リ ン ク コ ス ト 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ８ ０ の デ ー タ 構 成 を

例 示 す る 図 で あ る 。 リ ン ク コ ス ト 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ８ ０ は 、 例 え ば 表 形 式 の デ ー タ で あ

っ て 、 １ つ の 行 （ レ コ ー ド ） は 、 １ 本 の リ ン ク に つ い て 、 速 度 （ 帯 域 ） 変 更 に 係 る 情 報 を

示 し 、 種 別 １ ８ １ 、 リ ン ク １ ８ ２ 、 速 度 １ ８ ３ 、 月 額 １ ８ ４ 、 工 事 費 １ ８ ５ お よ び 工 事 期

間 １ ８ ６ の 列 （ 属 性 ） を 含 む 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 種 別 １ ８ １ は 、 リ ン ク の 種 別 を 示 し 、 「 専 用 線 」 、 「 イ ン タ ー ネ ッ ト 」 な ど が あ る 。 リ

ン ク １ ８ ２ は 、 リ ン ク 速 度 を 変 更 す る リ ン ク の 識 別 情 報 を 示 す 。 速 度 １ ８ ３ は 、 速 度 変 更

10

20

30

40

50



(12) JP  2020-43376  A   2020.3.19

後 の 速 度 を 示 す 。 月 額 １ ８ ４ は 、 速 度 変 更 後 の 月 額 使 用 料 金 を 示 す 。 工 事 費 １ ８ ５ お よ び

工 事 期 間 １ ８ ６ は 、 速 度 変 更 工 事 の 費 用 お よ び 期 間 を そ れ ぞ れ 示 す 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 レ コ ー ド １ ８ ９ は 、 専 用 線 ９ ２ １ に 接 続 す る リ ン ク Ｌ ９ ４ １ の リ ン ク 速 度 を １ ０ ０ Ｍ ｂ

ｐ ｓ に 変 更 す る 工 事 に つ い て 費 用 は １ 万 円 、 期 間 は １ 月 で あ っ て 、 月 額 使 用 料 金 は ４ 万 円

で あ る こ と を 示 し て い る 。 現 在 の リ ン ク Ｌ ９ ４ １ の リ ン ク 速 度 は ４ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ （ 図 ６ の レ

コ ー ド １ ４ ９ 参 照 ） で あ る の で 、 月 額 使 用 料 金 は ２ 万 円 の 増 額 に な る こ と が 判 る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 全 体 構 成 ： 変 更 案 比 較 表 の 構 成 ≫

　 図 １ １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 変 更 案 比 較 表 １ ９ ０ の デ ー タ 構 成 を 例 示 す る 図 で あ る

。 変 更 案 比 較 表 １ ９ ０ は 、 例 え ば 表 形 式 の デ ー タ で あ っ て 、 １ つ の 行 （ レ コ ー ド ） は 、 １

つ の ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 案 を 示 し 、 変 更 内 容 １ ９ １ 、 工 事 費 １ ９ ２ 、 月 額 費 増 分 １ ９ ３

、 合 計 費 用 １ ９ ４ 、 変 更 時 間 １ ９ ５ 、 平 均 使 用 率 １ ９ ６ 、 最 大 使 用 率 １ ９ ７ お よ び 総 合 ス

コ ア １ ９ ８ の 列 （ 属 性 ） を 含 む 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 変 更 内 容 １ ９ １ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 案 の 内 容 を 示 す 。 工 事 費 １ ９ ２ は 、 ネ ッ ト ワ

ー ク 構 成 変 更 に か か る 工 事 費 用 を 示 す 。 月 額 費 増 分 １ ９ ３ は 、 変 更 に よ る 月 額 使 用 料 金 の

増 分 を 示 す 。

　 合 計 費 用 １ ９ ４ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 後 の ３ 月 に お け る 費 用 の 増 分 で あ っ て 、 工 事

費 １ ９ ２ ＋ ３ × 月 額 費 増 分 １ ９ ３ の 式 を 用 い て 算 出 さ れ る 。 変 更 時 間 １ ９ ５ は 、 ネ ッ ト ワ

ー ク 構 成 変 更 に 要 す る 時 間 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 平 均 使 用 率 １ ９ ６ お よ び 最 大 使 用 率 １ ９ ７ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 後 の 予 想 さ れ る リ

ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ の 高 い 方 の 平 均 使 用 率 お よ び 最 大 使 用 率 を そ れ ぞ れ 示 し 、 単 位 は

百 分 率 （ ％ ） で あ る 。

　 総 合 ス コ ア １ ９ ８ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 案 の ス コ ア で あ り 、 合 計 費 用 １ ９ ４ ／ １ ０

０ ０ ０ ＋ 変 更 時 間 １ ９ ５ ＋ 平 均 使 用 率 １ ９ ６ ／ １ ０ ０ ＋ 最 大 使 用 率 １ ９ ７ の 式 を 用 い て 算

出 さ れ る 。 変 更 時 間 １ ９ ５ は 分 換 算 で あ っ て 、 １ 月 は ４ 万 分 と す る 。 総 合 ス コ ア １ ９ ８ が

小 さ い 方 が 、 合 計 費 用 １ ９ ４ や 平 均 使 用 率 １ ９ ６ 、 最 大 使 用 率 １ ９ ７ が 低 く 、 変 更 時 間 １

９ ５ が 短 い た め 、 よ り 良 い 変 更 案 と な る 。

　 レ コ ー ド １ ９ ９ Ａ ～ １ ９ ９ Ｃ に つ い て は 、 図 １ ２ の ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ で 説 明 す る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 処 理 ≫

　 図 １ ２ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

図 １ ２ を 参 照 し な が ら 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ が 実 行 す る ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 処

理 を 説 明 す る 。 ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 に は 、 リ ン ク 速 度 の 変 更 お よ び ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路

変 更 の ２ 種 類 が あ る 。 ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 処 理 は 、 所 定 の タ イ ミ ン グ 、 例 え ば 定 期 的 に

実 行 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ に お い て 、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 収 集 部 １ １ ２ は 、 ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 サ ー

バ ３ ２ ０ に ア ク セ ス し て 、 所 定 値 よ り 大 き な 帯 域 を 使 用 す る （ 所 定 値 よ り 通 信 量 の 多 い ）

ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 を 伴 う イ ベ ン ト の ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 を 収 集 し て 、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 デ ー

タ ベ ー ス １ ６ ０ （ 図 ８ 参 照 ） に 格 納 す る 。 大 き な 帯 域 を 使 用 す る ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 を 伴 う

イ ベ ン ト と は 、 サ ー ビ ス 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ７ ０ （ 図 ９ 参 照 ） の キ ー ワ ー ド １ ７ ３ に 含 ま

れ る キ ー ワ ー ド が 、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 （ 登 録 情 報 １ ６ ３ ） に 記 載 さ れ た イ ベ ン ト で あ る 。

以 下 で は 、 図 ８ に 示 さ れ る ３ つ の イ ベ ン ト の ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 が 収 集 さ れ た と し て 、 説 明

を 続 け る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ で 所 定 値 よ り 大 き な 帯 域 を 使 用 す る ネ ッ

ト ワ ー ク 利 用 を 伴 う イ ベ ン ト が あ れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ → Ｙ ） ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に 進 み
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、 な け れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ → Ｎ ） ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 処 理 を 終 了 す る 。

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ は 、 イ ベ ン ト に 応 じ て 、 ネ ッ ト ワ ー ク

構 成 を 変 更 す る 期 間 を 決 定 す る 。 図 ８ に 示 さ れ る ３ つ の イ ベ ン ト の 期 間 １ ６ ２ は 、 ２ ０ １

８ 年 ７ 月 ５ 日 の １ ０ 時 ～ １ １ 時 が ２ 件 と １ ３ 時 ～ １ ５ 時 の １ 件 で あ る 。 こ の た め 、 デ ー タ

分 析 部 １ １ ３ は 、 期 間 を ２ ０ １ ８ 年 ７ 月 ５ 日 の １ ０ 時 ～ １ １ 時 と 、 同 日 の １ ３ 時 ～ １ ５ 時

と 決 定 す る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ に お い て 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ で 決 定 し た 期 間

ご と に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ ～ Ｓ １ １ ２ の 処 理 を 繰 り 返 す 。 以 下 で は 、 繰 り 返 す 個 々 の 処 理

の 対 象 と な る 期 間 を 処 理 対 象 期 間 と 記 す 。 図 ８ に 記 載 さ れ た ３ つ の イ ベ ン ト の 例 で は 、 ２

回 繰 り 返 す こ と に な る 。 以 下 の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ ～ Ｓ １ １ ２ の 説 明 で は 、 ２ ０ １ ８ 年 ７ 月

５ 日 の １ ０ 時 ～ １ １ 時 を 例 と し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ に お い て 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ は 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ の 処 理

対 象 期 間 に お け る 予 想 使 用 帯 域 を 算 出 す る 。 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ の 通 常 の 使 用 量 は 、 ３ ５ Ｍ ｂ

ｐ ｓ で あ る （ 図 ７ の レ コ ー ド １ ５ ９ Ａ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 図 ８ の レ コ ー ド １ ６ ９ Ａ に 示 さ れ る イ ベ ン ト は 、 識 別 情 報 が 「 Ｐ ４ ３ ４ ９ 」 で あ る 利 用

者 に よ る 動 画 サ ー バ ９ １ ３ に あ る ４ Ｋ 解 像 度 の 講 演 視 聴 で あ る 。 こ の 利 用 者 が 利 用 す る 端

末 は 、 拠 点 Ｓ ９ ３ １ に あ る 端 末 Ｔ ９ ０ １ で あ る （ 図 ５ の レ コ ー ド １ ３ ９ 参 照 ） 。 こ の た め

、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ に お い て は 、 ２ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ の 帯 域 （ 図 １ の ト ラ フ ィ ッ ク Ｔ Ｒ ０ １ お よ び

図 ９ の レ コ ー ド １ ７ ９ 参 照 ） が 増 加 す る こ と に な る 。 こ の た め 、 処 理 対 象 期 間 に お け る リ

ン ク Ｌ ９ ４ １ の 予 想 使 用 帯 域 は ５ ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ と 予 想 さ れ る 。 同 様 に し て 、 処 理 対 象 期 間 に

お け る リ ン ク Ｌ ９ ４ ３ の 予 想 使 用 帯 域 も ５ ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ と 予 想 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 図 １ ２ に 戻 り 、 説 明 を 続 け る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に お い て 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ は 、 予

想 使 用 帯 域 が リ ン ク の 帯 域 を 超 過 す る リ ン ク が あ る か 判 断 し て 、 リ ン ク が あ れ ば （ ス テ ッ

プ Ｓ １ ０ ６ → Ｙ ） ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ に 進 み 、 な け れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ → Ｎ ） ス テ ッ プ

Ｓ １ １ ３ に 進 む 。 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ の 速 度 は ４ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ （ 図 ６ 参 照 ） で あ る た

め 、 帯 域 超 過 と な る の で ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ に 進 む 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ に お い て 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ は 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ を 通 過

す る 使 用 量 の 大 き い ト ラ フ ィ ッ ク （ ア プ リ ケ ー シ ョ ン （ サ ー ビ ス ） の デ ー タ の 流 れ ） を 抽

出 す る 。 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ に つ い て は 、 平 均 的 に 使 用 量 の 大 き い ト ラ フ ィ ッ ク は 「 ス ト レ ー

ジ 」 の ２ ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ で あ る と 予 想 さ れ る （ 図 ７ の レ コ ー ド １ ５ ９ Ｂ 参 照 ） 。 こ の 「 ス ト レ

ー ジ 」 の ２ ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ と 、 講 演 視 聴 の ２ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ と が 使 用 量 の 大 き い ト ラ フ ィ ッ ク と な

る 。 リ ン ク Ｌ ９ ４ ３ に つ い て も 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ に お い て 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 の 変 更 案 を 導 出

す る 。 変 更 案 に は 、 帯 域 が 超 過 す る リ ン ク の 速 度 を 上 げ る 案 、 使 用 量 の 大 き い ト ラ フ ィ ッ

ク が 別 の リ ン ク を 流 れ る よ う に 経 路 を 変 更 す る 案 が あ る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ に つ い て は 、 ３ つ の 案 が 導 出 さ れ る 。 変 更 案 １ は 、 リ ン ク 速 度 を ４ ０ Ｍ

ｂ ｐ ｓ か ら １ ０ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ （ 図 １ ０ の レ コ ー ド １ ８ ９ 参 照 ） に 変 更 す る 案 で あ る 。 リ ン ク

速 度 を 変 更 に は 、 工 事 が 伴 う た め 、 処 理 対 象 期 間 の 間 だ け 変 更 す る こ と は で き ず 、 変 更 し

た リ ン ク を 使 い 続 け る こ と に な る 。

　 変 更 案 ２ は 、 処 理 対 象 期 間 の 間 、 ス ト レ ー ジ サ ー バ ９ １ ４ に ア ク セ ス す る 「 ス ト レ ー ジ

」 の ト ラ フ ィ ッ ク を 、 専 用 線 ９ ２ １ で は な く イ ン タ ー ネ ッ ト ９ ２ ２ 経 由 に な る よ う に 、 拠

点 Ｃ Ｐ Ｅ ９ １ １ の 設 定 を 変 更 す る 案 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】
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　 変 更 案 ３ は 、 動 画 サ ー バ ９ １ ３ に ア ク セ ス す る 講 演 視 聴 の ト ラ フ ィ ッ ク を 、 専 用 線 ９ ２

１ で は な く イ ン タ ー ネ ッ ト ９ ２ ２ 経 由 に な る よ う に 、 拠 点 Ｃ Ｐ Ｅ ９ １ １ の 設 定 を 変 更 す る

案 で あ る 。

　 リ ン ク Ｌ ９ ４ ３ に つ い て も 、 同 様 に し て 、 リ ン ク 速 度 を 変 更 す る 変 更 案 ４ 、 「 ス ト レ ー

ジ 」 の ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 変 更 す る 変 更 案 ５ 、 お よ び 講 演 視 聴 の ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を

変 更 す る 変 更 案 ６ が 導 出 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ の 両 方 の 帯 域 超 過 を 解 決 す る た め に 、 変 更 案 １ ～ ３ そ れ ぞ れ

に つ い て 、 変 更 案 ４ ～ ６ を 組 み 合 わ せ る ９ 通 り の 変 更 案 が 導 出 さ れ る 。 デ ー タ 分 析 部 １ １

３ は 、 リ ン ク 速 度 変 更 と い う 共 通 点 が あ る 変 更 案 １ ， ４ を 組 み 合 わ せ 、 「 ス ト レ ー ジ 」 の

ト ラ フ ィ ッ ク を 変 更 す る と い う 共 通 点 が あ る 変 更 案 ２ ， ５ を 組 み わ せ 、 さ ら に 、 講 演 視 聴

の ト ラ フ ィ ッ ク を 変 更 す る と い う 共 通 点 が あ る 変 更 案 ３ ， ６ を 組 み 合 わ せ て 、 合 計 ３ つ の

変 更 案 を 導 出 す る 。 以 下 で は 、 変 更 案 １ ， ４ 、 変 更 案 ２ ， ５ お よ び 変 更 案 ３ ， ６ の そ れ ぞ

れ の 組 み 合 わ せ を 変 更 案 １ 、 変 更 案 ２ お よ び 変 更 案 ３ と 記 す 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 図 １ ３ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 、 「 ス ト レ ー ジ 」 の ト ラ フ ィ ッ ク を イ ン タ ー ネ ッ ト ９

２ ２ 経 由 に 変 更 す る 場 合 の ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 示 す 図 で あ る 。 講 演 視 聴 の ト ラ フ ィ ッ ク

Ｔ Ｒ ０ １ ， Ｔ Ｒ ０ ２ は 、 そ れ ぞ れ リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ 上 を 流 れ る 。 一 方 、 「 ス ト レ

ー ジ 」 の ト ラ フ ィ ッ ク Ｔ Ｒ ０ ３ ， Ｔ Ｒ ０ ４ は 、 そ れ ぞ れ リ ン ク Ｌ ９ ４ ２ ， Ｌ ９ ４ ４ 上 を 流

れ る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 図 １ ４ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 、 講 演 視 聴 中 に リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ を 流 れ る デ

ー タ の 帯 域 を 示 す 図 で あ る 。 講 演 視 聴 中 に リ ン ク Ｌ ９ ４ １ に は 、 ２ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ の 講 演 視 聴

の ト ラ フ ィ ッ ク Ｔ Ｒ ０ １ と 、 １ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ の 「 ス ト レ ー ジ 以 外 」 の ト ラ フ ィ ッ ク （ 図 ７ の

レ コ ー ド １ ５ ９ Ｃ の 昼 間 １ ５ ６ 参 照 ） が 流 れ る 。 リ ン ク Ｌ ９ ４ ３ に つ い て も 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 図 １ ５ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 、 講 演 視 聴 の ト ラ フ ィ ッ ク を イ ン タ ー ネ ッ ト ９ ２ ２ 経

由 に 変 更 す る 場 合 の ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 示 す 図 で あ る 。 講 演 視 聴 の ト ラ フ ィ ッ ク Ｔ Ｒ ０

１ ， Ｔ Ｒ ０ ２ は 、 そ れ ぞ れ リ ン ク Ｌ ９ ４ ２ ， Ｌ ９ ４ ４ 上 を 流 れ る 。 一 方 、 「 ス ト レ ー ジ 」

の ト ラ フ ィ ッ ク Ｔ Ｒ ０ ３ ， Ｔ Ｒ ０ ４ は 、 そ れ ぞ れ リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ 上 を 流 れ る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 図 １ ６ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 、 講 演 視 聴 中 に リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ を 流 れ る デ

ー タ の 帯 域 を 示 す 図 で あ る 。 講 演 視 聴 中 に リ ン ク Ｌ ９ ４ １ に は 、 ２ ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ の 「 ス ト レ

ー ジ 」 の ト ラ フ ィ ッ ク Ｔ Ｒ ０ １ と 、 １ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ の 「 ス ト レ ー ジ 以 外 」 の ト ラ フ ィ ッ ク が

流 れ る 。 リ ン ク Ｌ ９ ４ ３ に つ い て も 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 図 １ ２ に 戻 り 、 説 明 を 続 け る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ９ に お い て 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ は 、 ス

テ ッ プ Ｓ １ １ ０ の 処 理 を 変 更 案 ご と に 繰 り 返 す 。

　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ に お い て 、 デ ー タ 評 価 部 １ １ ４ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 案 ご と に 、

工 事 費 １ ９ ２ 、 月 額 費 増 分 １ ９ ３ 、 合 計 費 用 １ ９ ４ 、 変 更 時 間 １ ９ ５ 、 平 均 使 用 率 １ ９ ６

、 最 大 使 用 率 １ ９ ７ お よ び 総 合 ス コ ア １ ９ ８ （ 図 １ １ 参 照 ） を 算 出 す る 。 以 下 、 変 更 案 １

～ ３ の そ れ ぞ れ の 算 出 内 容 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 レ コ ー ド １ ９ ９ Ａ は 、 変 更 案 １ を 示 す レ コ ー ド で あ る 。 工 事 費 １ ９ ２ は 、 リ ン ク Ｌ ９ ４

１ ， ９ ４ ３ の 工 事 費 １ ８ ５ （ 図 １ ０ 参 照 ） の 和 で あ る 。 月 額 費 増 分 １ ９ ３ は 、 リ ン ク Ｌ ９

４ １ ， ９ ４ ３ の そ れ ぞ れ の 月 額 利 用 料 金 が ２ 万 円 か ら ４ 万 円 へ の 増 額 分 ２ 万 円 の 合 計 で あ

る 。 合 計 費 用 １ ９ ４ は 、 工 事 費 １ ９ ２ と ３ カ 月 分 の 月 額 費 増 分 １ ９ ３ で あ る 。 変 更 時 間 １

９ ５ は 、 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， ９ ４ ３ と も に １ 月 で あ る 。 平 均 使 用 率 １ ９ ６ は 、 現 在 の 平 均 が

１ ３ Ｍ ｂ ｐ ｓ （ 図 ７ の レ コ ー ド １ ５ ９ Ａ の 平 均 １ ５ ４ 参 照 ） で あ り 、 リ ン ク 速 度 が １ ０ ０

Ｍ ｂ ｐ ｓ で あ る こ と か ら 算 出 す る 。 最 大 使 用 率 １ ９ ７ は 、 講 演 視 聴 の ２ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ と 、 「
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ス ト レ ー ジ 」 の ３ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ （ レ コ ー ド １ ５ ９ Ｂ の 最 大 １ ５ ５ 参 照 ） と 、 「 ス ト レ ー ジ 以

外 」 の １ ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ （ レ コ ー ド １ ５ ９ Ｃ の 最 大 １ ５ ５ 参 照 ） の 和 で あ る 。 総 合 ス コ ア １ ９

８ は 、 合 計 費 用 １ ９ ４ ／ １ ０ ０ ０ ０ ＋ 変 更 時 間 １ ９ ５ ＋ 平 均 使 用 率 １ ９ ６ ／ １ ０ ０ ＋ 最 大

使 用 率 １ ９ ７ の 式 を 用 い て 算 出 さ れ る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 レ コ ー ド １ ９ ９ Ｂ は 、 変 更 案 ２ を 示 す レ コ ー ド で あ る 。 拠 点 Ｃ Ｐ Ｅ ９ １ １ ， ９ １ ２ の 設

定 を 変 更 す れ ば 変 更 が 実 行 さ れ る の で 、 工 事 費 １ ９ ２ 、 月 額 費 増 分 １ ９ ３ 、 合 計 費 用 １ ９

４ は ０ で あ っ て 、 変 更 時 間 １ ９ ５ は １ ０ 分 で あ る 。 平 均 使 用 率 １ ９ ６ は 、 現 在 の 平 均 が １

３ Ｍ ｂ ｐ ｓ で あ り 、 リ ン ク 速 度 が ４ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ で あ る こ と か ら 算 出 す る 。 最 大 使 用 率 １ ９

７ は 、 講 演 視 聴 の ２ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ と 、 「 ス ト レ ー ジ 以 外 」 の １ ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ の 和 か ら 算 出 さ れ

る （ （ ２ ０ ＋ １ ５ ） ／ ４ ０ ） 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 レ コ ー ド １ ９ ９ Ｃ は 、 変 更 案 ３ を 示 す レ コ ー ド で あ る 。 工 事 費 １ ９ ２ 、 月 額 費 増 分 １ ９

３ 、 合 計 費 用 １ ９ ４ 、 変 更 時 間 １ ９ ５ お よ び 平 均 使 用 率 １ ９ ６ は 、 変 更 案 ２ と 同 様 で あ る

。 最 大 使 用 率 １ ９ ７ は 、 「 ス ト レ ー ジ 」 の ３ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ と 、 「 ス ト レ ー ジ 以 外 」 の １ ５ Ｍ

ｂ ｐ ｓ の 和 か ら 算 出 さ れ る （ （ ３ ０ ＋ １ ５ ） ／ ４ ０ ） 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ に お い て 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ は 、 全 て の 変 更 案 に つ い て ス テ ッ プ Ｓ

１ １ ０ を 実 行 し た ら ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ に 進 み 、 残 り が あ れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ を 繰 り 返

す 。

　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ に お い て 、 デ ー タ 評 価 部 １ １ ４ は 、 変 更 案 ご と に 算 出 し た 工 事 費 １ ９

２ 、 月 額 費 増 分 １ ９ ３ 、 合 計 費 用 １ ９ ４ 、 変 更 時 間 １ ９ ５ 、 平 均 使 用 率 １ ９ ６ 、 最 大 使 用

率 １ ９ ７ お よ び 総 合 ス コ ア １ ９ ８ を １ つ の 表 に ま と め て 変 更 案 比 較 表 １ ９ ０ を 作 成 す る 。

変 更 案 １ ～ ３ で は 、 デ ー タ 評 価 部 １ １ ４ は 、 図 １ １ に 示 し た ３ つ の レ コ ー ド か ら な る 変 更

案 比 較 表 １ ９ ０ を 作 成 す る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ３ に お い て 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ は 、 全 て の 処 理 対 象 期 間 に つ い て ス テ

ッ プ Ｓ １ ０ ５ ～ Ｓ １ １ ２ を 実 行 し た ら ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ に 進 み 、 残 り が あ れ ば 、 ス テ ッ プ

Ｓ １ ０ ５ ～ Ｓ １ １ ２ を 繰 り 返 す 。

　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ に お い て 、 デ ー タ 評 価 部 １ １ ４ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 に 、 処 理 対 象

期 間 ご と の 変 更 案 比 較 表 １ ９ ０ を 提 示 す る 。 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 は 、 処 理 対 象 期 間 ご と に

１ つ の 構 成 案 （ 変 更 案 ） を 選 択 す る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ５ に お い て 、 イ ン フ ラ 設 定 部 １ １ ５ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 が 選 択 し た

変 更 案 が リ ン ク 工 事 を す る 案 で は な く 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 を 変 更 す る 案 で あ れ ば 、 処 理 対

象 期 間 中 に 、 ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 （ ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 ） を 変 更 す る よ う に 、 ネ ッ ト ワ ー ク

管 理 装 置 ３ １ ０ （ 図 １ 参 照 ） に 指 示 す る 。 詳 し く は 、 イ ン フ ラ 設 定 部 １ １ ５ は 、 処 理 対 象

期 間 前 に ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 変 更 し て 、 処 理 対 象 期 間 後 に 変 更 し た ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路

を 戻 す よ う に 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置 ３ １ ０ に 指 示 す る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 処 理 の 特 徴 ≫

　 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ は 、 ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 サ ー バ ３ ２ ０ か ら 、 所 定 値 よ り 大 き

な 帯 域 を 使 用 す る ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 の 予 定 を 取 得 し て 、 専 用 線 ９ ２ １ と 拠 点 Ｓ ９ ３ １ ， Ｓ

９ ３ ２ と を 接 続 す る リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ の 帯 域 を 超 過 す る よ う な イ ベ ン ト を 探 索 す

る 。 リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ に 着 目 す る 理 由 は 、 専 用 線 ９ ２ １ は 、 高 品 質 で は あ る が 、

イ ン タ ー ネ ッ ト ９ ２ ２ へ の リ ン ク Ｌ ９ ４ ２ ， Ｌ ９ ４ ４ と 比 べ て 速 度 が 遅 く 、 輻 輳 が 発 生 し

や す い か ら で あ る 。 こ の よ う な イ ベ ン ト の 予 定 が あ れ ば 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ は

、 大 き な 帯 域 を 使 用 す る ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 変 更 し て 、 高 速 な イ ン タ ー ネ ッ ト ９ ２ ２ を

経 由 す る 変 更 案 を 生 成 し て ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 に 提 示 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 が 選 択 し た

案 に 変 更 す る よ う に ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置 ３ １ ０ に 指 示 す る 。 変 更 案 に は 、 リ ン ク Ｌ ９ ４
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１ ， Ｌ ９ ４ ３ の 速 度 を 変 更 す る 案 も 含 ま れ る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 に 提 示 さ れ る 変 更 案 に は 、 リ ン ク の 速 度 変 更 に 伴 う 工 事 費 用 、 リ ン

ク 利 用 料 金 の 増 加 金 額 、 予 想 さ れ る リ ン ク Ｌ ９ ４ １ ， Ｌ ９ ４ ３ の 使 用 率 、 お よ び 、 こ れ ら

の 比 較 項 目 か ら 算 出 し た 総 合 ス コ ア が 含 ま れ る 。 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 は 、 こ れ ら の 比 較 項

目 を 参 照 し て 、 変 更 案 を 選 択 す る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 従 来 ま で は 、 利 用 者 か ら の ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 の 予 定 の 通 知 が あ れ ば 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理

者 は 通 信 量 （ ト ラ フ ィ ッ ク の 帯 域 ） を 予 想 し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 を 変 更 し て い た 。 ネ ッ

ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ を 用 い る こ と で 、 利 用 者 か ら の 通 知 が な く て も 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管

理 者 は 、 予 定 さ れ て い る ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 に 応 じ た ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 （ ト ラ フ ィ ッ ク の 経

路 ） に 変 更 す る こ と が で き 、 輻 輳 が 発 生 せ ず 、 イ ベ ン ト に あ る ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 が 可 能 と

な る よ う に ネ ッ ト ワ ー ク を 管 理 で き る 。 ま た 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 は 、 変 更 案 を 作 成 す る

必 要 は な く 、 提 示 さ れ た 変 更 案 か ら 選 択 す れ ば よ い の で 、 変 更 内 容 を 検 討 す る 時 間 を 短 縮

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： 変 形 例 ： 変 更 案 比 較 表 ≫

　 変 更 案 比 較 表 １ ９ ０ は 、 専 用 線 ９ ２ １ に 接 続 さ れ る リ ン ク の 費 用 や 使 用 率 な ど の 項 目 を

含 み 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 は 、 こ れ ら の 項 目 を 比 較 し て 変 更 案 を 選 択 し て い る 。 こ れ ら の

項 目 の 他 に 、 変 更 案 比 較 表 １ ９ ０ は 、 他 の リ ン ク の 使 用 率 や セ キ ュ リ テ ィ に 係 る 項 目 を 含

ん で も よ い 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ９ ２ ２ に 接 続 さ れ る リ ン ク Ｌ ９ ４ ２ ， Ｌ ９ ４ ４ は

、 高 速 （ 広 帯 域 ） で 使 用 率 に 余 裕 が あ る と い う 前 提 で 、 変 更 案 比 較 表 １ ９ ０ に は 含 ま れ て

い な か っ た 。 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ は 、 変 更 案 比 較 表 １ ９ ０ に リ ン ク Ｌ ９ ４ ２ ， Ｌ

９ ４ ４ の 平 均 使 用 率 １ ９ ６ や 最 大 使 用 率 １ ９ ７ を 含 め る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 ま た 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ は 、 動 画 視 聴 、 ス ト レ ー ジ 、 業 務 シ ス テ ム の ア ク セ

ス な ど 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン （ サ ー ビ ス ） や ア ク セ ス 先 な ど に 基 づ い て 優 先 度 を 設 け 、 優 先

度 の 高 い ト ラ フ ィ ッ ク が 専 用 線 ９ ２ １ を 通 る 経 路 が 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ９ ２ ２ を 通 る 経 路 よ

り ス コ ア が 良 く な る よ う に 、 総 合 ス コ ア １ ９ ８ を 算 出 し て も よ い 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： 変 形 例 ： ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 内 容 ≫

　 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 輻 輳 が 予 測 さ れ る 場 合 の ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 の 変 更 と し て 、 ト ラ フ

ィ ッ ク の 経 路 を 変 更 し て い る 。 経 路 変 更 の 他 に 、 帯 域 の 制 限 を 行 う よ う に し て も よ い 。 例

え ば 、 ス ト レ ー ジ サ ー バ ９ １ ４ の ア ク セ ス に つ い て 、 個 々 の 端 末 Ｔ ９ １ ０ の ス ト レ ー ジ サ

ー バ ９ １ ４ へ の 帯 域 の 上 限 を 定 め る よ う に し て も よ い 。

　 ま た 、 専 用 線 ９ ２ １ か ら イ ン タ ー ネ ッ ト ９ ２ ２ に ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 変 更 す る 場 合 に

、 ト ラ フ ィ ッ ク を 暗 号 化 （ イ ン タ ー ネ ッ ト Ｖ Ｐ Ｎ （ Virtual Private Network） の 利 用 ）

し て も よ い 。 ま た 、 専 用 線 ９ ２ １ の 他 に Ｉ Ｐ － Ｖ Ｐ Ｎ （ Internet Protocol Virtual Priv

ate Network） を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： 変 形 例 ： ト ラ フ ィ ッ ク と リ ン ク と の 帯 域 比 較 ≫

　 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ は 、 リ ン ク を 通 る ト ラ フ ィ ッ ク の 帯 域 が リ ン

ク の 速 度 （ 帯 域 ） を 超 過 す る リ ン ク が あ る （ 図 １ ２ の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ 参 照 ） と き に 、 ネ

ッ ト ワ ー ク 構 成 の 変 更 案 を 生 成 し て い る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ 参 照 ） 。 リ ン ク 速 度 の 所 定 の

割 合 、 例 え ば ９ ０ ％ 、 を 超 え る と き に 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ は 、 変 更 案 を 生 成 す る よ う に

し て も よ い 。 ま た は 、 あ る 程 度 の 輻 輳 ま で は 許 容 し て 、 例 え ば １ ０ ５ ％ を 超 え る と き に は

、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ は 、 変 更 案 を 生 成 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ９ ９ 】
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≪ 第 １ の 実 施 形 態 ： 変 形 例 ： ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 に 提 示 す る こ と な く 最 良 案 の 変 更 実 施 ≫

　 第 １ の 実 施 形 態 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ は 、 変 更 案 比 較 表 １ ９ ０ の な か で ネ ッ

ト ワ ー ク 管 理 者 が 選 択 し た 変 更 案 を ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置 ３ １ ０ に 指 示 し て い る 。 こ れ に

対 し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 者 に 変 更 案 比 較 表 １ ９ ０ を 提

示 す る こ と な く 、 リ ン ク 工 事 を す る 案 で は な い 、 総 合 ス コ ア １ ９ ８ が 最 良 の 変 更 案 を ネ ッ

ト ワ ー ク 管 理 装 置 ３ １ ０ に 指 示 し て も よ い 。

【 ０ １ ０ ０ 】

≪ 第 ２ の 実 施 形 態 ： 予 測 さ れ る モ バ イ ル 通 信 へ の 対 応 ≫

　 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 か ら 予 測 さ れ る 帯 域 が 大 き い ト ラ フ ィ ッ ク に つ

い て 、 輻 輳 が 発 生 し な い よ う に ト ラ フ ィ ッ ク の 経 路 を 変 更 す る と い う ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 の

変 更 を 行 っ て い る 。 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 か ら 予 測 さ れ る モ バ イ ル 通 信

に つ い て 、 モ バ イ ル 通 信 に 係 る モ バ イ ル 端 末 の 利 用 可 否 や 利 用 可 能 位 置 を 変 更 す る と い う

ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 の 変 更 を 行 う 。 詳 し く は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 は 、 利 用 者 が 登 録 し た

ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 の な か で 外 出 （ 出 張 ） に 係 る 登 録 情 報 を 取 得 し て 、 モ バ イ ル 端 末 の 利 用

を 予 測 す る 。 次 に 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 は 、 利 用 さ れ る モ バ イ ル 端 末 が 使 用 で き る よ う

に 設 定 す る 。

【 ０ １ ０ １ 】

≪ 第 ２ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 全 体 構 成 ≫

　 図 １ ７ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ Ａ の 全 体 構 成 を 示 す 図 で

あ る 。 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ Ａ は 、 制 御 部 １ １ ０ 、 記 憶 部 １ ２ ０ お よ び 入 出 力 部 １

０ ５ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 入 出 力 部 １ ０ ５ は 、 ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 サ ー バ ３ ２ ０ の 他 に 後 記

す る モ バ イ ル 端 末 管 理 サ ー バ ３ ４ ０ と の 通 信 デ ー タ を 、 ネ ッ ト ワ ー ク ９ ０ ０ を 介 し て や り

取 り す る 通 信 デ バ イ ス （ 不 図 示 ） を 備 え る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 モ バ イ ル 端 末 管 理 サ ー バ ３ ４ ０ は 、 後 記 す る モ バ イ ル 端 末 ３ ３ ０ を 管 理 す る サ ー バ で あ

っ て 、 モ バ イ ル ネ ッ ト ワ ー ク ９ ０ ０ Ｍ を 運 営 す る 仮 想 移 動 体 通 信 事 業 者 （ Ｍ Ｖ Ｎ Ｏ （ Mobi

le Virtual Network Operator） ） が 運 用 す る サ ー バ で あ る 。 モ バ イ ル 端 末 管 理 サ ー バ ３

４ ０ に 指 示 を 出 す こ と に よ り 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ Ａ は 、 モ バ イ ル 端 末 ３ ３ ０ の

使 用 の 許 可 ／ 禁 止 を 設 定 し た り 、 使 用 で き る 地 域 を 設 定 し た り す る こ と が で き る 。 モ バ イ

ル 端 末 ３ ３ ０ は 、 既 定 で は 使 用 禁 止 で あ っ て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ Ａ に か ら 使 用

を 許 可 す る 設 定 が さ れ て 、 始 め て 使 用 で き る 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 モ バ イ ル 端 末 ３ ３ ０ は 、 利 用 者 が 外 出 時 に 利 用 す る 通 信 装 置 で あ っ て 、 モ バ イ ル ネ ッ ト

ワ ー ク ９ ０ ０ Ｍ に 接 続 さ れ る 。 パ ソ コ ン を モ バ イ ル 端 末 ３ ３ ０ に 接 続 す る こ と で 、 モ バ イ

ル ネ ッ ト ワ ー ク ９ ０ ０ Ｍ を 介 し て 、 パ ソ コ ン が イ ン タ ー ネ ッ ト ９ ２ ２ を 含 む ネ ッ ト ワ ー ク

９ ０ ０ に 接 続 さ れ 、 拠 点 Ｓ ９ ３ １ ， Ｓ ９ ３ ２ に あ る 各 種 業 務 シ ス テ ム 他 に ア ク セ ス 可 能 と

な る 。

【 ０ １ ０ ４ 】

≪ 第 ２ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 全 体 構 成 ： 制 御 部 の 構 成 ≫

　 制 御 部 １ １ ０ は 、 イ ン フ ラ 情 報 収 集 部 １ １ １ Ａ 、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 収 集 部 １ １ ２ Ａ 、 デ

ー タ 分 析 部 １ １ ３ Ａ お よ び モ バ イ ル 端 末 設 定 部 １ １ ６ を 備 え る 。 な お 、 デ ー タ 分 析 部 １ １

３ Ａ と モ バ イ ル 端 末 設 定 部 １ １ ６ と を 合 わ せ て ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 部 と も 記 す 。

　 イ ン フ ラ 情 報 収 集 部 １ １ １ Ａ は 、 設 備 情 報 管 理 サ ー バ （ 不 図 示 ） か ら 、 後 記 す る モ バ イ

ル 端 末 ３ ３ ０ の 利 用 者 を 取 得 し て 、 後 記 す る モ バ イ ル 端 末 デ ー タ ベ ー ス ２ １ ０ （ 後 記 す る

図 １ ８ 参 照 ） に 格 納 す る 。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 収 集 部 １ １ ２ Ａ は 、 ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 サ ー バ ３ ２ ０ か ら 外 出 に 係 る ス

ケ ジ ュ ー ル 情 報 を 取 得 し て 、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ６ ０ Ａ （ 後 記 す る 図 １ ９ 参

照 ） に 格 納 す る 。

　 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ Ａ は 、 イ ン フ ラ 情 報 収 集 部 １ １ １ Ａ や ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 収 集 部 １ １
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２ Ａ が 取 得 し た 情 報 か ら 、 モ バ イ ル 端 末 ３ ３ ０ の 利 用 状 況 を 予 測 す る 。

　 モ バ イ ル 端 末 設 定 部 １ １ ６ は 、 モ バ イ ル 端 末 管 理 サ ー バ ３ ４ ０ に 指 示 し て 、 予 測 さ れ た

利 用 状 況 に 対 応 し た モ バ イ ル 端 末 ３ ３ ０ の 利 用 が 可 能 と な る よ う に 、 モ バ イ ル 端 末 ３ ３ ０

の 設 定 を 行 う 。

【 ０ １ ０ ６ 】

≪ 第 ２ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 の 全 体 構 成 ： 記 憶 部 の 構 成 ≫

　 記 憶 部 １ ２ ０ は 、 モ バ イ ル 端 末 デ ー タ ベ ー ス ２ １ ０ （ 後 記 す る 図 １ ８ 参 照 ） お よ び ス ケ

ジ ュ ー ル 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ６ ０ Ａ （ 後 記 す る 図 １ ９ 参 照 ） を 含 ん で 構 成 さ れ る 。

　 図 １ ８ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る モ バ イ ル 端 末 デ ー タ ベ ー ス ２ １ ０ の デ ー タ 構 成 を 例 示

す る 図 で あ る 。 モ バ イ ル 端 末 デ ー タ ベ ー ス ２ １ ０ は 、 例 え ば 表 形 式 の デ ー タ で あ っ て 、 １

つ の 行 （ レ コ ー ド ） は 、 モ バ イ ル 端 末 を 示 し 、 モ バ イ ル 端 末 ２ １ １ お よ び 利 用 者 ２ １ ２ の

列 （ 属 性 ） を 含 む 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 モ バ イ ル 端 末 ２ １ １ は 、 レ コ ー ド が 示 す モ バ イ ル 端 末 の 識 別 情 報 で あ る 。 利 用 者 ２ １ ２

は 、 レ コ ー ド が 示 す モ バ イ ル 端 末 の 利 用 者 の 識 別 情 報 で あ る 。

　 レ コ ー ド ２ １ ９ は 、 識 別 情 報 が 「 Ｍ ４ ８ ３ ２ 」 で あ る モ バ イ ル 端 末 の 利 用 者 の 識 別 情 報

は 「 Ｐ ５ ３ ８ ４ 」 で あ る こ と を 示 す 。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 図 １ ９ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ６ ０ Ａ に 格 納 さ れ る

デ ー タ を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ６ ０ Ａ の デ ー タ 構 成

は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。 レ コ ー ド １ ６ ９ Ｂ は 、 識 別 情 報 が 「 Ｐ ５ ３ ８ ４ 」 で 示

さ れ る 利 用 者 の ２ ０ １ ８ 年 ７ 月 ５ 日 の 予 定 で あ っ て 、 大 阪 に 出 張 す る こ と を 示 し て い る 。

レ コ ー ド １ ６ ９ Ｃ は 、 識 別 情 報 が 「 Ｐ ５ ８ ４ ３ 」 で 示 さ れ る 利 用 者 の ２ ０ １ ８ 年 ７ 月 ５ 日

午 前 の 予 定 で あ っ て 、 顧 客 で あ る 「 Ｘ Ｘ Ｘ 商 店 」 に 出 張 す る こ と を 示 し て い る 。

【 ０ １ ０ ９ 】

≪ 第 ２ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 処 理 ≫

　 図 ２ ０ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

図 ２ ０ を 参 照 し な が ら 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ Ａ が 実 行 す る ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更

処 理 を 説 明 す る 。 ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 処 理 は 、 所 定 の タ イ ミ ン グ 、 例 え ば 定 期 的 に 実 行

さ れ る 。

【 ０ １ １ ０ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ １ に お い て 、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 収 集 部 １ １ ２ Ａ は 、 ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 サ

ー バ ３ ２ ０ に ア ク セ ス し て 、 利 用 者 が 外 出 す る イ ベ ン ト の ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 を 収 集 し て 、

ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ６ ０ Ａ に 格 納 す る 。 外 出 す る イ ベ ン ト と は 、 「 出 張 」 や

「 訪 問 」 な ど の キ ー ワ ー ド を 含 む 業 務 に よ る 外 出 で あ る 。

【 ０ １ １ １ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ２ に お い て 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ Ａ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ １ で 外 出 す る イ

ベ ン ト が あ れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ２ → Ｙ ） ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ３ に 進 み 、 な け れ ば （ ス テ ッ プ

Ｓ １ ３ ２ → Ｎ ） ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 処 理 を 終 了 す る 。

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ３ に お い て 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ Ａ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ １ で 取 得 し た イ

ベ ン ト ご と に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ４ ～ Ｓ １ ３ ６ の 処 理 を 繰 り 返 す 。 以 下 で は 、 繰 り 返 す 個 々

の 処 理 の 対 象 と な る 期 間 を 処 理 対 象 外 出 と 記 す 。 以 下 の ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ４ ～ Ｓ １ ３ ６ の 説

明 で は 、 レ コ ー ド １ ６ ９ Ｂ ， １ ６ ９ Ｃ で 示 さ れ る イ ベ ン ト を 例 と す る 。

【 ０ １ １ ２ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ４ に お い て 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ Ａ は 、 利 用 さ れ る モ バ イ ル 端 末 を 特 定

す る 。 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ Ａ は 、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 デ ー タ ベ ー ス １ ６ ０ Ａ （ 図 １ ９ 参 照 ）

に お い て イ ベ ン ト に 対 応 す る 利 用 者 １ ６ １ を 特 定 し 、 モ バ イ ル 端 末 デ ー タ ベ ー ス ２ １ ０ （

図 １ ８ 参 照 ） を 参 照 す れ ば 、 モ バ イ ル 端 末 を 特 定 で き る 。

【 ０ １ １ ３ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ５ に お い て 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ Ａ は 、 処 理 対 象 外 出 の 外 出 先 の 位 置 を
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取 得 す る 。 外 出 先 の 地 域 や 顧 客 、 ビ ル な ど か ら 、 市 区 町 村 な ど の 住 所 や 緯 度 経 度 で 示 さ れ

る 位 置 を 取 得 す る 。

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ６ に お い て 、 モ バ イ ル 端 末 設 定 部 １ １ ６ は 、 モ バ イ ル 端 末 の 利 用 を 設 定

す る 。 詳 し く は 、 モ バ イ ル 端 末 設 定 部 １ １ ６ は 、 外 出 す る イ ベ ン ト の 期 間 １ ６ ２ に 、 ス テ

ッ プ Ｓ １ ３ ４ で 特 定 し た 端 末 が 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ５ で 取 得 し た 位 置 で 利 用 で き る よ う に 、

モ バ イ ル 端 末 管 理 サ ー バ ３ ４ ０ に 指 示 し て 、 利 用 を 設 定 す る 。

【 ０ １ １ ４ 】

　 例 え ば 、 図 １ ９ の レ コ ー ド １ ６ ９ Ｂ に 示 さ れ る 処 理 対 象 外 出 の 場 合 に は 、 識 別 情 報 が 「

Ｍ ４ ８ ３ ２ 」 で あ る モ バ イ ル 端 末 ３ ３ ０ に つ い て 、 ２ ０ １ ８ 年 ７ 月 ５ 日 に 大 阪 で 利 用 で き

る よ う に 設 定 す る 。 レ コ ー ド １ ６ ９ Ｃ に 示 さ れ る 処 理 対 象 外 出 の 場 合 に は 、 識 別 情 報 が 「

Ｍ ４ ８ ０ ２ 」 で あ る モ バ イ ル 端 末 ３ ３ ０ に つ い て 、 ２ ０ １ ８ 年 ７ 月 ５ 日 午 前 に 「 Ｘ Ｘ Ｘ 商

店 」 の 所 在 地 で 利 用 で き る よ う に 設 定 す る 。

【 ０ １ １ ５ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ７ に お い て 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ Ａ は 、 全 て の 処 理 対 象 外 出 に つ い て ス

テ ッ プ Ｓ １ ３ ４ ～ Ｓ １ ３ ６ を 実 行 し た ら ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 処 理 を 終 え 、 残 り が あ れ ば

、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ４ ～ Ｓ １ ３ ６ を 繰 り 返 す 。

【 ０ １ １ ６ 】

≪ 第 ２ の 実 施 形 態 ： ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 変 更 処 理 の 特 徴 ≫

　 モ バ イ ル 端 末 は 、 既 定 の 設 定 で は 利 用 不 可 と な っ て お り 、 出 張 な ど で 利 用 の 予 定 が あ る

場 合 に の み 、 利 用 期 間 や 利 用 位 置 を 限 定 し て 利 用 可 能 と な る 。 こ の よ う に 利 用 を 限 定 す る

こ と で 、 モ バ イ ル 端 末 の 紛 失 や 盗 難 に 利 用 者 が 気 付 か な か っ た と し て も 、 不 正 な モ バ イ ル

端 末 の 利 用 を 防 止 す る こ と が で き る 。

　 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ Ａ を 用 い る こ と で 、 利 用 者 か ら の 通 知 が な く て も 、 ネ ッ ト

ワ ー ク 管 理 者 は 、 予 定 さ れ て い る ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 に 応 じ た ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 （ モ バ イ ル

端 末 の 利 用 可 否 ） に 変 更 す る こ と が で き 、 利 用 予 定 に 応 じ て モ バ イ ル 端 末 が 利 用 可 能 と な

る よ う に ネ ッ ト ワ ー ク を 管 理 で き る 。

【 ０ １ １ ７ 】

≪ 第 ２ の 実 施 形 態 ： 変 形 例 ≫

　 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置 １ ０ ０ Ａ は 、 仮 想 移 動 体 通 信 事 業 者 が 運 用

す る モ バ イ ル 端 末 管 理 サ ー バ ３ ４ ０ に 指 示 し て 、 モ バ イ ル 端 末 ３ ３ ０ の 利 用 可 否 や 利 用 位

置 の 設 定 を し て い る が 、 他 の 手 段 を 用 い て も よ い 。 例 え ば 、 組 織 の ネ ッ ト ワ ー ク と 外 部 の

ネ ッ ト ワ ー ク と の 接 続 点 （ ゲ ー ト ウ ェ イ ） で 、 モ バ イ ル 端 末 ３ ３ ０ か ら の 通 信 を 識 別 し て

、 通 信 を 制 限 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ １ １ ８ 】

≪ そ の 他 変 形 例 ≫

　 な お 、 本 発 明 は 、 イ ン フ ラ 情 報 収 集 部 １ １ １ ， １ １ １ Ａ 、 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 収 集 部 １ １

２ ， １ １ ２ Ａ 、 デ ー タ 分 析 部 １ １ ３ ， １ １ ３ Ａ 、 デ ー タ 評 価 部 １ １ ４ 、 イ ン フ ラ 設 定 部 １

１ ５ 、 モ バ イ ル 端 末 設 定 部 １ １ ６ な ど の 構 成 要 素 、 フ ロ ー チ ャ ー ト に 記 載 さ れ た 処 理 内 容

は 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 が 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ １ １ ９ 】

１ ０ ０ ， １ ０ ０ Ａ 　 ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 装 置

１ １ １ ， １ １ １ Ａ 　 イ ン フ ラ 情 報 収 集 部

１ １ ２ ， １ １ ２ Ａ 　 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 収 集 部

１ １ ３ ， １ １ ３ Ａ 　 デ ー タ 分 析 部 （ ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 部 ）

１ １ ４ 　 デ ー タ 評 価 部 （ ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 部 ）

１ １ ５ 　 イ ン フ ラ 設 定 部 （ ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 部 ）

１ １ ６ 　 モ バ イ ル 端 末 設 定 部 （ ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 部 ）

１ ２ ５ 　 イ ン フ ラ 構 成 デ ー タ ベ ー ス

１ ３ ０ 　 設 備 情 報 デ ー タ ベ ー ス
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１ ４ ０ 　 リ ン ク 情 報 デ ー タ ベ ー ス

１ ５ ０ 　 イ ン フ ラ 統 計 デ ー タ ベ ー ス

１ ６ ０ 　 ス ケ ジ ュ ー ル 情 報 デ ー タ ベ ー ス

１ ７ ０ 　 サ ー ビ ス 情 報 デ ー タ ベ ー ス

１ ８ ０ 　 リ ン ク コ ス ト 情 報 デ ー タ ベ ー ス

１ ９ ０ 　 変 更 案 比 較 表

２ １ ０ 　 モ バ イ ル 端 末 デ ー タ ベ ー ス

３ １ ０ 　 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 装 置

３ ２ ０ 　 ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 サ ー バ

３ ４ ０ 　 モ バ イ ル 端 末 管 理 サ ー バ

９ １ ３ 　 動 画 サ ー バ

９ １ ４ 　 ス ト レ ー ジ サ ー バ

９ ２ １ 　 専 用 線

９ ２ ２ 　 イ ン タ ー ネ ッ ト

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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